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編集後記

　カブトエビは、丸くて軟らかい甲羅としっぽを持つ3㌢くらい

の小さな生き物で、エビという名前がついていますが、実はミ

ジンコの仲間だそうです。田植えの頃に突然、田んぼに現れ

て子どもの頃、よく採って遊んだ思い出があります。久しぶり

の再会に思わず写真を撮りました。

　調べてみるとカブトエビは、泥の中に生えた雑草の芽を食

べて、泳いでいる時には水を濁らせて発芽した雑草の生育を

抑える効果があります。また、泥をかき回すことで稲の根に酸素を送り、根腐れも防いでくれるそうです。

　カブトエビが元気よく泳いでいる田んぼの稲は、立派に成長していると思います。また稲刈りの取材に行

く時を楽しみにしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  編集担当　難波　昭浩

小学校の田植え農作業
体験で見つけました
「カブトエビ」

キュウリ ………………………………………1/2本
ニンジン…………………………………………40g
サニーレタス …………………………………… 2枚
ニラ……………………………………………… 4本
エビ（ボイルしたもの）………………………… 4尾
ライスペーパー ………………………………… 4枚
大葉 …………………………………………… 4枚

●ソース
ナンプラー……………………………… 大さじ1
砂糖 …………………………………… 大さじ1
レモン汁………………………………… 大さじ1
水 ……………………………………… 大さじ1
ニンニク（すりおろし）………………………少々

材料（4人分）

作り方

①キュウリとニンジンは千切りにし、サニーレタス
は食べやすい大きさに切る。ニラは半分の長さ
に切り、エビは2等分にスライスする。

②ライスペーパーをさっと水に浸して戻し、手前に
サニーレタス、キュウリ、ニンジンをのせて1回
巻く。ライスペーパーの端を内側に折り、中央に
大葉とエビを置き、もう一度しっかり巻く。ニラ
を片側だけ外にはみ出すようにして置き、最後
まで巻く。ソースの材料を混ぜて添える。

レシピ ● 赤堀料理学園校長 赤堀博美

ゴイクン
（ベトナム風春巻き）
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今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和7年産作付用水稲種子注文申込書
2024年10月号カタログショッピングチラシ

国消国産で、日本の「食」に安心を！
総代選挙結果
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JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



今月の特集

This month's FEATURE
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第6選挙区／定数48

北村 章、森下 武士、大野 達夫、森田 宜紀、仲田 圓ノ助、三澤 孝市、大賀 通弘、古市 光夫、小泉 千弘、
田代 尚利、髙畠 眞人、藤原 壽重二、松本 義則、三谷 修、三宅 泰雄、藤原 正幸、廣畑 正也、下方 一志、
和田 光雄、大塚 秀和、満越 賴雄、三宅 計正、尾﨑 茂、合田 睦男、矢敷 隆、髙淵 等、臼井 和弘、岸本 敦生、
中野 篤志、橘 祥一郎、上西 文雄、大賀 忠彦、三宅 正剛、塩田 祐次、佐藤 祐一、山室 勲、海本 俊男、
大水 敏明、岸本 光功、守田 敏恵、石山 健一、北尾 修一、妹尾 新一、大野 秀男、小郷 博康、東 政文、
鷹取 博子、徳山 修二

第７選挙区／定数40

杉山 栄二、竹本 壮一、河合 誠二、大森 洋義、行地 輝正、光岡 正義、古泉 亮三、川本 亨、雪本 泰嗣、
竹本 守、石川 正之、田渕 久志、田中 信行、羽原 章一、藤田 恒子、岸本 満男、西﨑 慎太郎、田渕 聖人、
中谷 典明、今田 丈夫、原 健、竹原 健二、岸本 行雄、藤原 良夫、神土 正治、相坂 秀和、杉本 泰輔、
大道寺 修、草野 虎男、徳田 辰秋、八木 公哉、田口 秀男、石原 秀一、野﨑 一、木庭 一郎、尾﨑 勝、
石原 文男、矢原 祥光、岡本 五樹、安倉 庄吾

第8選挙区／定数44

太田 芳寿、橋本 康宏、真田 泰幸、岡﨑 志賀男、谷田 公明、行司 美智子、岡﨑 好幸、岡﨑 政人、
尾崎 善英、岡﨑 賢治、谷口 篤則、近成 吉行、西山 芳己、山口 美子、定本 良二、阿部 慧司、岡本 憲治、
臼井 敏朗、岡嶋 進、吉永 亨、河本 敏則、藤本 幸子、河本 博志、大川 新一、小橋 純一、柴田 範彦、
羽﨑 孝子、万代 忠明、角南 哲司、桜田 要、赤木 由幸、古市 淳二、徳田 種章、岡 誠二、尾髙 和夫、
藤原 直彦、小原 強、坂本 堅作、浦上 元章、三木 茂雄、岡﨑 猛司、近藤 和正、川間 昌徳、富岡 幸子

第9選挙区／定数61

小山 隆年、安達 勤、大倉 富夫、初治 豊彦、時岡 加卓、岡村 家秀、大塚 恒雄、浦上 光生、雪吉 誠、
牧野 貴光、万代 順一、久米 啓之、石原 彰、酒井 徹、茂成 詔司、山﨑 秩士、大倉 英昭、雪上 義貴、
鳥原 広志、時岡 善行、佐藤 守、岡 健一、田中 義雄、田村 榮一、岡本 一郎、藤原 三郎、岡﨑 一郎、
坪田 節治、佐藤 晋、　園 美直、小林 桂治、服部 哲史、佐藤 大輔、入江 実、大原 利明、太田 一己、
原田 毅、正富 清人、石黒 吉浩、光延 亨、梶原 知之、元山 隆、川野 真一、森部 正則、河﨑 昇、寒河 一、
内田 康春、内田 惠久、鷹取 美春、井上 泰弘、丸山 賢芝、新 剛好、森部 真史、宮本 克己、小笠原 弘宗、
藤岡 泰平、岡﨑 文明、山本 昌明、太田 修、樂前 敬吾、片山 惠之

第10選挙区／定数68

安井 亮一、三ノ上 一郎、則俊 悦郎、松下 英教、後藤 秀知、北山 和正、小西 彬夫、北山 直正、竹原 功、
逢澤 千晶、成廣 正孝、江田 政典、森末 芳正、楢村 正一、長光 利明、藤元 実、中原 実、木村 修一、
河田 秋正、藤原 立志、田村 和徳、浦上 和己、藤原 克己、神達 茂政、藤原 祥雅、安田 友美、鳩場 行夫、
重面 啓一、竹内 藤一郎、田渕 武士、佐藤 昭弘、田渕 正巳、河原 和男、山本 昌志、田原 小士郎、
重本 和廣、斉木 春己、市川 誠、谷 博仁、徳田 芳彦、黒瀬 雄二、瀧村 正人、入野 誠、川原 啓路、花房 薫、
清本 秀美、鶴峯 サカヱ、日名 義人、片山 重富、戸田 真吾、小室 弘司、宮脇 哲彦、津島 啓治郎、小倉 孝男、
石井 安政、草地 勝弘、日名 文吾、杭田 幸治、大月 健司、黒田 員米、溝口 元章、鶴峯 章吾、佐藤 操、
込山 美津夫、重本 誠、片山 秀樹、森本 政幸、福井 正美

第1選挙区／定数53 （営業課・芳田・今・白石・大野・旭東・津島・福浜）

（牧石・幡多・財田・富山・甲浦・操南・高島）

（一宮・津高）

（足守・高松）

（吉備・福田・興除・藤田）

岡 琢磨、那須 良行、霜山 博史、岡﨑 一義、宮川 晧二、難波 充史、伏見 元博、岩藤 佐知子、伏見 操、
安田 雅一、久世 㓛、水川 仁、服部 宥蔵、保﨑 元治、北川 貞子、渡邊 和正、湯浅 英雄、弥久末 務、
鷹取 貞一、三宅 恒弘、池葉須 克己、的場 真一、林 一郎、板野 元次、板野 均、板野 一郎、野上 雅信、
藤田 和博、木山 文男、戸部 志信、太田 淨文、吉井 篤重、岸 正幸、丸川 尚行、木山 正之、奥山 嘉一、
髙畠 忠彦、山田 哲之、友野 弘子、島村 稔、坂本 博司、髙原 彰次、伊永 隆史、青木 生雄、八田 治郎、

古米 恵子、河合 敬子、山上 常樹、野上 稔、中野 卓也、難波 政直、中山 裕通、松浦 隆得

第2選挙区／定数54

宮本 誠一、水田 泰正、久山 良之、藤田 徹、吉田 正一、西崎 孝己、藤田 宏男、桑原 彰一郎、秋山 稔、
佐々木 正浩、山本 浩貴、岸本 博、中谷 邦昭、光延 將、松本 好厚、森本 幸孝、高畑 文正、安井 修、
田淵 漣子、藤田 秀子、野﨑 道也、出原 義勝、光岡 俊、岸本 晴安、津島 徹、藤本 理正、西崎 瞬二、
光岡 直子、太田 操、佐藤 章二、吉岡 徹、佐藤 安久、藤原 正、岡村 広一、平田 富一、安井 一修、
大野 一郎、小泉 正幸、藤原 豊、竹原 資博、木林 秀樹、堀川 進、山根 卓己、大森 和実、坪田 修身、
松井 勉、阿部 巧、塩飽 静子、片岡 忠宏、三好 弘二、小川 希己子、萩原 誠、岡﨑 一正、塩見 共之

第3選挙区／定数36

小川 信義、草野 尊、阿曽宇 達洋、馬場 一郎、石井 かよの、佐野 祥和、中山 順市、伊丹 輝光、野上 紀一、
岸 陽一、今井 崇英、市川 栄一、有吉 悦子、竹原 一郎、分島 毅、吉原 修治、三宅 功二、児子 正人、
丹原 昭夫、丹原 一成、中山 基隆、岩井 直樹、河田 誠治、田原 斉、髙見 昌恵、大森 美智子、斉藤 温郎、
齊藤 博康、大森 玲子、中桐 幹晴、光森 敏典、蜂谷 憲雄、林 喜志男、渡辺 仁、河田 健児、重実 寿美

岩田 允夫、小田 公弘、馬生 正治、遠藤 朗、林 健二、森岡 健二、福田 雅勇、板野 厚子、福武 喜一、
圓堂 稔、黒﨑 宜徳、金草 和正、明楽 行春、安藤 隆志、時光 和広、能瀬 勤、池上 博、黒瀬 稔雄、
河田 博文、坪井 健吾、大溝 文男、松田 誠、小野 正、林 郁哉、笠井 功、桐野 志郎、難波 徹、
多田 章二郎、片山 虎夫、岡崎 弘一、練苧 徹、板野 徹、三垣 聡、渡辺 健司、野上 芳男、森 道徳、
岸本 健治郎、熊澤 志乃夫、川井 弘行、平松 淑子、高草 照子、藤井 幸江、林 三惠子

第4選挙区／定数43

第5選挙区／定数53

太田 新作、小橋 久宣、髙木 博志、平松 淳夫、難波 剛三、増田 伊久夫、平松 宏章、中尾 正和、大賀 勝己、
熊代 進、野﨑 美代、河内 富夫、小林 亘、正保 雄策、俣野 好男、片山 信男、定光 住子、吉田 啓子、
難波 平佑、賀門 義和、犬飼 三重子、佐藤 操、柏原 照子、早川 達雄、大内 利昭、三宅 修、奥野 芳弘、
樋津 裕司、髙橋 邦博、小野 政則、狩山 智弘、若林 秀明、中山 博司、峰松 宣生、田辺 洋一郎、髙橋 治郎、
神原 治隆、難波 奨、若松 幹男、山本 卓朗、大野 研二、森岡 泰樹、國定 豪、白髪 清美、林 安子、
橋本 憲佐、新井 暁、森原 強、小見山 弘子、三宅 荘介、岸本 佳明、中原 悦子、荒島 敏博

【総代選挙結果】

（任期：令和6年9月1日～令和9年8月31日）

任期満了に伴う総代選挙（令和6年8月20日執行：定数500）を実施し、全選挙区とも
無投票により新総代が決定しました。選挙区ごとの新総代は次のとおり。（敬称略）

（玉野・東児・灘崎・備南）

（西大寺・可知・財田・上道）

（豊・山南・上南）

（長船・邑久・裳掛・牛窓）

（御津・福渡・加茂川）

ぱれっと　45　ぱれっと　
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農
を担う

おいしいと言ってもらえる
野菜をつくって農業を楽しみたい。
おいしいと言ってもらえる
野菜をつくって農業を楽しみたい。

佐藤 博文さん 建部地区：野菜農家

「さとう ひろふみ」
昭和５５年生まれ。○岡建部きゅうり部会部会員。義父・義母・妻・子の５人家族、趣味は、ブドウづく
りとサボテンを集めること。座右の銘は「ぼちぼち頑張る」。

Interview [インタビュー]

　
８
月
８
日
、
建
部
地
区
の
佐
藤
博
文

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
私
は
、
兵
庫
県
の
出
身
で
、
実
家
の

祖
父
が
梅
の
栽
培
と
、
養
蜂
農
家
を
し

て
お
り
中
学
生
の
頃
か
ら
手
伝
い
を
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
農
業
が
好
き
に

な
り
農
業
高
校
に
入
学
し
、
果
樹
の
勉

強
を
し
ま
し
た
。
卒
業
後
は
果
樹
試
験

場
で
主
に
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
試
験
場
で
出
会
っ
た
全
国
各

地
の
友
人
の
と
こ
ろ
で
農
業
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
ま
し
た
。
新
潟
県
の
佐
渡
島
で
は

柿
の
栽
培
、
鳥
取
県
で
は
梨
の
栽
培
、

和
歌
山
県
で
は
梅
の
収
穫
を
経
験
し
、
５

年
間
各
地
を
転
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
た
ま
た
ま
友
人
の
紹
介
が
あ
っ

て
岡
山
の
観
光
農
園
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
御
津
・
建
部
地
区
の
青
年
農
業
者
ク

ラ
ブ「
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」に
加
入
し

研
修
会
や
交
流
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
妻
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

　
妻
の
実
家
は
バ
ラ
農
家
で
し
た
が
、
バ

ラ
か
ら
野
菜
へ
品
目
を
変
更
し
、
１１
年
前

に
観
光
農
園
を
辞
め
て
専
業
で
野
菜
を
栽

培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら

　　
最
初
は
、
バ
ラ
栽
培
で
使
っ
て
い
た
ハ

ウ
ス
を
再
利
用
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
植

え
付
け
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、Ｊ
Ａ
か
ら
提
案
も
あ
っ
て

キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
は
１３
㌃
に「
ま
り
ん
」と
い
う
品
種
を

植
え
付
け
て
い
ま
す
。
色
が
濃
く
、
収

量
が
多
く
て
お
い
し
い
で
す
。

　
５
月
に
植
え
付
け
、
６
月
頃
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
１２
月
の
中
旬
ま
で
続
き
ま

す
。
毎
日
約
1
0
0
㌔
を
収
穫
し
て
選

別
、
出
荷
の
毎
日
で
す
。

―
楽
し
い
こ
と
・
苦
労
す
る
こ
と
は

　
毎
日
が
楽
し
い
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
に

伸
び
た
キ
ュ
ウ
リ
を
作
り
た
い
の
に
曲

が
っ
た
り
、
膨
ら
ん
だ
り
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す
が
、
育
て
る

こ
と
が
大
好
き
で
、
頑
張
っ
た
分
だ
け

結
果
と
し
て
答
え
が
返
っ
て
来
る
の
で

農
業
が
楽
し
い
で
す
。

　
直
売
所
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

僕
が
持
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
お

客
さ
ん
が
い
ま
す
。
嬉
し
い
で
す
よ
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
栽
培
面
積
を
増
や
す
と
作
業
が
追
い

付
か
ず
、
品
質
を
落
と
す
可
能
性
が
あ

る
か
ら
現
状
の
ま
ま
で
、
品
質
の
良
い
お

い
し
い
キ
ュ
ウ
リ
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

　
健
康
に
気
を
付
け
て
、お
い
し
い
と
言
っ

て
も
ら
え
る
、
様
々
な
野
菜
を
つ
く
っ
て
、

農
業
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

祖
父
の
影
響
で

農
業
に
興
味
を
も
つ

高
品
質
秀
品
率
の
ア
ッ
プ

一つひとつ丁寧に収穫する 厳重に選別をする

農業の楽しみを話す佐藤さん

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当
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資料5 一年開花性のタカサゴユリ

資料7 原種ユリと結実

資料6 日本の原種ユリの発芽タイプ

ユリの種類発芽のタイプ

テッポウユリ、タカサゴユリ、
新テッポウユリ、
ヒメユリ、コオニユリ他

地上速発芽

カノコユリ、タモトユリ他地下速発芽

ヤマユリ、ササユリ、
オトメユリ他

地下遅発芽

左から：長い雄しべのカノコユリ、花径20㌢を超えるヤマユリ、
肥大を始めたヤマユリの子房（手前は摘除したもの）

資料1 種球の準備

資料2 植え付け

資料3 分けつ球除去

資料4 つぼみ取り

夏によく見かけるタカサゴユリ、右は蕾、花弁の
裏が褐色がかること、葉や茎が細く見栄えしない
のが欠点でも、播種の翌年には開花するので、
新テッポウユリの交配親になった。

りん片は大きいものほど大球になりやすい

種球 りん片

条間30㎝

畝幅1.2m

株間
12～15㎝

3㎝

芽の出る方を上に向け、深植えにならないように

取り除く株

引きさくようにして取る　　　　　この辺を指で押さえる

残す株

つぼみ

トウ

葉

切る

●
ニ
ン
ニ
ク
栽
培
に
つ
い
て

　ニ
ン
ニ
ク
は
、
中
央
ア
ジ
ア
原
産
の
ユ

リ
科
の
野
菜
で
す
。
ニ
ン
ニ
ク
は
青
森
県

な
ど
が
有
名
で
す
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

県
ま
で
日
本
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
育
適
温
は
15
〜
20
℃
で
、
25
℃
以
上
に

な
る
と
休
眠
状
態
に
な
り
ま
す
。
ニ
ン
ニ

ク
の
植
え
付
け
適
期
は
9
月
下
旬
か
ら
10

月
下
旬
で
す
が
、
25
℃
以
上
の
高
温
時
に

植
え
付
け
る
と
発
芽
せ
ず
、
腐
敗
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
9
月
も
暑
い
年

が
多
い
の
で
温
度
を
確
認
し
な
が
ら
あ
ま

り
早
植
え
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
畑
の
準
備

　ニ
ン
ニ
ク
は
日
当
た
り
よ
く
、
耕
土
が
深

く
、
排
水
・
保
水
性
と
も
に
良
好
で
肥
沃
な

ほ
場
を
好
み
ま
す
。
植
え
付
け
の
2
週
間
前

ま
で
に
10
平
方
㍍
あ
た
り
堆
肥
を
約
20
㌔
、

石
灰
を
約
1.
5
㌔
施
用
し
深
く
耕
し
ま
す
。

植
え
付
け
の
1
週
間
前
ま
で
に
Ｊ
Ａ
岡
山
専

用
有
機
肥
料
等
を
10
平
方
㍍
あ
た
り
約
1
㌔

施
用
し
耕
し
ま
す
。
そ
の
後
畝
幅
1.
2
㍍
、

高
さ
10
㌢
の
畝
を
作
り
ま
す
（
4
条
植
え
）。

●
種
球
の
準
備

　ニ
ン
ニ
ク
の
品
種
は
暖
地
系
と
寒
地
系
が

あ
る
の
で
地
域
に
適
し
た
も
の
を
選
び
ま

す
。
種
球
は
病
害
虫
被
害
の
な
い
健
全
な
も

の
が
理
想
で
す
。
な
る
べ
く
市
販
さ
れ
て
い

る
種
球
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
り
ん

片
を
使
用
す
る
と
大
球
に
な
り
や
す
い
の
で

な
る
べ
く
大
き
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　植
え
付
け
前
に
は
球
種
を
分
け
て
り
ん
片

に
し
ま
す
（
資
料
1
）。
そ
の
時
残
っ
た
薄

皮
は
剥
か
ず
に
そ
の
ま
ま
残
し
ま
す
。

●
植
え
付
け

　浅
め
の
植
え
溝
を
作
り
、株
間
12
〜
15
㌢
、

条
間
30
㌢
で
植
え
付
け
ま
す
（
資
料
2
）。

芽
の
出
る
方
を
上
に
向
け
、
3
㌢
程
度
の
覆

土
を
し
、
灌
水
し
ま
す
。
そ
の
後
は
発
芽
ま

で
は
乾
く
よ
う
な
ら
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。

●
分
け
つ
球
の
除
去
と
追
肥

　1
カ
所
か
ら
1
本
以
上
発
芽
す
る
場
合
は

本
葉
3
〜
4
枚
の
こ
ろ
に
強
い
芽
1
本
を
残

し
て
除
去
し
ま
す
（
資
料
3
）。
そ
の
時
、

残
す
芽
に
極
力
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

片
手
で
株
元
を
押
さ
え
、
も
う
一
方
の
手
で

引
き
裂
く
よ
う
に
か
ぎ
取
り
ま
す
。

　追
肥
は
球
の
肥
大
が
始
ま
る
前
の
2
月
に

行
い
ま
す
。
10
平
方
㍍
あ
た
り
Ｊ
Ａ
岡
山
専

用
有
機
肥
料
等
を
約
7
0
0
㌘
施
用
し
ま

す
。
追
肥
が
遅
れ
、
3
月
以
降
に
施
用
す
る

と
病
気
や
裂
球
の
原
因
に
な
る
の
で
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

●
つ
ぼ
み
取
り

　ニ
ン
ニ
ク
は
4
月
下
旬
か
ら
5
月
に
か
け

て
と
う
立
ち
し
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
養
分
が
浪
費
さ
れ
て
り
ん
片
の

肥
大
が
悪
く
な
る
の
で
見
つ
け
た
ら
順
次
摘

み
取
り
ま
し
ょ
う
（
資
料
4
）。

●
収
穫

　株
全
体
の
葉
が
4
割
程
度
黄
化
す
る
と
収

穫
時
期
で
す
（
品
種
に
よ
り
ま
す
が
5
月
中

旬
〜
6
月
中
旬
）。
球
の
肥
大
具
合
を
確
認

し
、
球
の
底
（
尻
部
）
が
平
ら
に
な
っ
て
い

る
と
収
穫
適
期
で
す
。
そ
れ
よ
り
早
い
と
貯

蔵
性
が
劣
り
、
あ
ま
り
遅
れ
る
と
裂
球
す
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　収
穫
は
土
の
乾
い
た
晴
天
の
日
に
行
い
、

そ
の
ま
ま
畑
で
2
〜
3
日
乾
か
し
、
根
を

切
っ
て
日
陰
の
風
通
し
の
よ
い
所
へ
貯
蔵
し

ま
し
ょ
う
。

気
温
を
確
認

し
な
が
ら

植
え
ま
し
ょ
う

●
種
か
ら
育
て
る
ユ
リ

　秋
植
え
球
根
の
代
表
格
の
ユ
リ
で
す
が
、

そ
の
増
や
し
方
に
は
、
分
球
、
り
ん
片
挿
し
、

ム
カ
ゴ
繁
殖
な
ど
が
あ
り
、
手
軽
に
行
え
ま

す
。
特
に
旺
盛
に
生
育
し
た
株
の
球
根
は
、

翌
年
に
は
複
数
の
茎
を
立
ち
上
げ
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　開
花
後
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
子
房

が
膨
ら
み
、
10
〜
11
月
に
は
種
が
で
き
ま
す

が
、
種
ま
き
し
て
育
苗
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
理
由
は
、
今
人
気
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

品
種
の
種
を
ま
い
て
も
、
生
え
て
く
る
苗
が

親
と
は
違
っ
た
外
観
の
花
に
な
る
こ
と
と
、

多
く
の
ユ
リ
が
開
花
に
年
数
を
要
す
る
こ
と

で
す
。

　例
外
が
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
で
、
12
月
に
種

ま
き
し
て
翌
春
苗
を
植
え
る
と
そ
の
年
の
夏

に
は
開
花
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
純
白
で
美
し

い
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
に
、
ス
ピ
ー
ド
開
花
の
生

育
特
性
を
持
っ
た
タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
（
資
料
5
）

を
交
配
し
て
種
か
ら
す
ぐ
に
開
花
す
る
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
そ
っ
く
り
の
品
種
を
作
っ
た
も
の

だ
か
ら
で
す
。

●
日
本
は
美
し
い
ユ
リ
の
原
種
の
宝
庫

　一
方
で
、
山
野
に
自
生
す
る
ヤ
マ
ユ
リ
、

サ
サ
ユ
リ
な
ど
原
種
の
姿
の
ま
ま
が
大
変
美

し
い
け
れ
ど
、
自
生
が
減
っ
て
い
る
貴
重
な

ユ
リ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
を
1
球
だ
け
買
っ
て
採
種
し
、
種

か
ら
増
や
す
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
だ
し
、
年
数
が
か
か
る
の
は
覚
悟
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
種
類
に
よ
る
発
芽
タ
イ
プ
（
資
料
6
）

　新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
、
播
い
て
か
ら
2
〜

3
週
間
で
発
芽
し
て
き
ま
す
。
ヒ
メ
ユ
リ
や

コ
オ
ニ
ユ
リ
も
こ
の
タ
イ
プ
で
地
上
速
発
芽

型
で
す
。
最
初
は
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
に
発
芽

す
る
種
類
で
育
苗
し
て
み
る
の
が
お
す
す
め

で
す
。
前
述
の
よ
う
に
12
月
播
き
で
春
定
植

す
る
に
は
保
温
が
必
要
で
す
。
苗
が
で
き
る

の
は
遅
く
な
り
ま
す
が
、
3
月
播
き
育
苗
も

で
き
ま
す
。

　次
に
、
カ
ノ
コ
ユ
リ
や
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ

は
、
地
中
で
は
す
ぐ
発
芽
し
て
も
、
地
上
に

葉
が
出
る
に
は
数
ヶ
月
か
か
り
、
地
下
速
発

芽
型
と
い
い
ま
す
。

　人
気
の
ヤ
マ
ユ
リ
、
サ
サ
ユ
リ
、
オ
ト
メ

ユ
リ
な
ど
は
、
秋
に
ま
い
て
、
種
子
が
吸
水

し
た
状
態
で
翌
年
の
夏
を
過
ぎ
て
秋
に
地
中

で
発
芽
し
、
地
上
に
葉
が
出
て
く
る
の
は
さ

ら
に
次
の
年
の
春
に
な
る
と
い
う
、
地
下
遅

発
芽
型
で
す
。
こ
の
間
、
忘
れ
て
乾
燥
さ
せ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
枯
れ
て
し
ま
う
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

・
採
種
の
た
め
の
管
理

　サ
サ
ユ
リ
、
ヤ
マ
ユ
リ
な
ど
は
高
温
・
乾

燥
を
嫌
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
に
適
し

た
環
境
で
栽
培
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

こ
こ
で
は
割
愛
し
ま
す
。

　球
根
養
成
の
た
め
に
は
、
落
花
後
に
子
房
の

部
分
か
ら
摘
み
取
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
残
し
て

結
実
さ
せ
ま
す
。
株
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
1
〜
2
個
残
し
て
他
は
摘
み
取
り
ま
す
。
そ

の
後
、
葉
色
や
草
勢
を
見
な
が
ら
月
１
回
程
度

追
肥
し
、
灌
水
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

10
〜
11
月
ご
ろ
さ
や
の
緑
色
が
薄
く
な
り
皮
が

薄
く
な
っ
た
ら
、
割
れ
て
種
が
飛
ば
な
い
う
ち

に
摘
み
取
っ
て
ネ
ッ
ト
な
ど
の
中
で
乾
か
し
て

採
種
し
ま
す
（
資
料
7
）。

●
種
ま
き
と
育
苗

　採
種
し
た
ら
シ
イ
ナ
を
除
い
て
利
用
し
ま

す
。
ま
だ
緑
色
の
う
ち
に
播
く
よ
り
、
褐
色

に
な
っ
て
播
い
た
方
が
カ
ビ
な
ど
に
犯
さ
れ

に
く
い
と
さ
れ
る
の
で
、
11
〜
12
月
に
な
っ

て
の
播
種
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　平
鉢
に
新
し
い
育
苗
培
土
な
ど
（
肥
料
含
量

は
少
な
め
の
も
の
）
を
入
れ
、
2
㌢
間
隔
程
度

に
均
一
に
播
き
、
5
〜
6
㍉
覆
土
し
て
静
か

に
充
分
灌
水
し
ま
す
。

　発
芽
ま
で
は
直
射
光
を
避
け
、
土
壌
が
乾

燥
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。
鉢
の
サ

イ
ズ
に
よ
っ
て
は
シ
ャ
ワ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
か

け
て
お
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　発
芽
し
た
ら
で
き
る
だ
け
明
る
い
と
こ
ろ

に
置
き
、
軟
弱
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

（
種
類
で
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、例
え
ば
新
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
の
発
芽
適
温
は
15
〜
20
℃
で
す
か

ら
、
夜
は
10
℃
、
日
中
は
20
℃
程
度
を
目
標
に

管
理
し
ま
す
。）

　適
宜
液
肥
を
施
用
し
、
本
葉
3
枚
程
度
で
畑

に
植
え
付
け
る
か
鉢
上
げ
し
ま
す
。
あ
と
は
、

施
肥
・
灌
水
で
生
育
を
促
進
し
て
開
花
株
に
な

る
の
を
待
ち
ま
す
。

●
心
配
な
地
下
遅
発
芽
型

　地
上
に
葉
が
出
る
の
に
1
年
半
も
か
か
る
種

類
は
管
理
を
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。
発
芽
ま

で
の
間
は
、
半
日
陰
に
置
い
て
、
乾
燥
で
失
敗

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　少
量
の
水
で
湿
ら
せ
た
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト

な
ど
と
種
を
混
ぜ
、
ポ
リ
袋
を
密
封
し
て
発
芽

を
待
つ
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
の
も
大
変
で
す
。

野 
菜 
（
ニ
ン
ニ
ク
）

花 

き 

（
ユ
リ
）

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2024.10

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

ユ
リ
は
秋
植
え

球
根
の
代
表

ぱれっと　1213　ぱれっと　2024.10 2024.10



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料8 施肥の範囲と手順

資料9 果樹品目別基肥一覧表

資料10 土づくり時期

①枝葉の面積
　（施肥量を決める）

③
施肥（範囲）

④灌水
②ホーレーで軽く中耕
　（幹から少し離れた所から）

断根時期

10月上旬まで

12月上中旬

12月中旬以降

10月上中旬～
11月中旬
（地温13℃以上）

・太い直根が伸長
・翌春までに枯死
・遅伸びを誘発

・細い秋根の伸長
・休眠まで働く
・翌春早く発根

・カルス化のみ
・翌春は新根が出る

・枯れ込み
・初期生育低下

秋根の発根状況 発根後の秋根の状態（冬）評価

△

◎

○

×

カルス形成のみ

カルス形成なし
枯れ込む

果樹の
種類

モモ
ブドウ
ナシ
カキ
ウメ
スモモ
イチジク
キウイ
栗
リンゴ
ビワ
ミカン類

10～11
10～11
11～12
12

11～12
10～11
11～12
10～11
11～12
11～12
9上
3～4上

80
80

70～80
70～80
80
80
60
70
60
80
60
60

8～9中
収穫後（9）
6、7、9
6下～7上
7
9

6上、8上
3、6、9
7上、9下
収穫後（10）
2中、6上
6上、11上

20
20

20～30
20～30
20
20
40
30
40
20
40
40

100
100
100
150
100
100
50
100
50
100
50
50

200
300
200
200
150
200
80
350
75
200
100
100

100～120
80～140
180

120～170
150

100～120
150
180
200
180
250
200

基　肥
時　期
（月）

施用割合
（％）

時　期
（月）

施用割合
（％）

成　木
（10m2当たり）

1樹当たり
1年生 3年生

追　肥 窒素成分量（g）

　今
年
の
果
樹
も
異
常
気
象
に
よ
り
、
樹
体
は

ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
秋
に
施
肥

や
灌
水
な
ど
土
づ
く
り
を
徹
底
し
て
、
葉
の
あ

る
年
内
に
貯
蔵
養
分
の
蓄
積
を
促
し
、
来
年
の

初
期
生
育
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
果
樹
の
基
肥
に
つ
い
て

　基
肥
に
は
窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
３
要
素

が
入
っ
た
肥
料
を
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
苦
土

石
灰
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
そ
の
他
微
量
要
素
（
マ

ン
ガ
ン
、
鉄
な
ど
）
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
施

肥
後
は
軽
く
土
と
混
和
し
て
肥
料
成
分
と
土
を

よ
く
馴
染
ま
せ
て
か
ら
灌
水
す
る
こ
と
で
肥
料

の
吸
収
を
促
し
ま
す
（
資
料
8
）。

　果
樹
品
目
別
基
肥
施
肥
量
の
目
安
を
参
考
に

土
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
（
資
料
9
）。
樹

勢
や
今
年
の
収
量
、
土
質
等
を
考
慮
し
て
施
用

量
を
加
減
し
ま
す
。

●
土
づ
く
り
の
方
法

　土
づ
く
り
で
は
株
元
の
太
い
根
を
断
根
す
る

と
さ
ら
に
衰
弱
を
招
く
の
で
、
株
元
か
ら
２
㍍

離
し
た
細
根
が
多
い
と
こ
ろ
を
土
壌
改
良
し
ま

す
。
部
分
深
耕
や
中
耕
を
行
う
と
根
を
切
断
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
細
根
を
切
る
こ
と
に

よ
り
、
新
し
い
秋
根
が
発
生
す
る
た
め
、
樹
勢

の
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
固
く
な
っ

た
土
壌
を
堆
肥
と
一
緒
に
耕
す
こ
と
で
細
根
も

増
え
、
通
気
性
、
排
水
性
、
保
水
性
の
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　部
分
深
耕
を
極
端
に
行
う
と
根
量
が
一
時
的

に
減
少
し
、
樹
勢
が
弱
る
原
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
樹
冠
面
積
の
１
〜
２
割
程
度

に
留
め
て
行
い
、
数
年
か
け
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
。
土
づ
く
り
の
適
期
は
地
温
の
高
い
10
月
中

で
あ
り
、
遅
く
て
も
11
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
行

い
ま
し
ょ
う
（
地
温
が
低
い
と
断
根
し
た
傷
口

も
癒
え
な
い
し
、
新
根
が
発
生
し
に
く
い
た

め
）。
土
づ
く
り
が
遅
れ
る
と
新
根
の
発
生
が

翌
年
の
春
先
に
な
る
た
め
、
初
期
生
育
の
低
下

や
枯
れ
込
み
に
つ
な
が
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
（
資
料
10
）。

　１
〜
３
年
生
の
育
成
中
の
樹
で
は
、
細
根
を

増
や
す
観
点
で
通
常
の
堆
肥
を
施
用
す
る
方
が

良
い
と
考
え
ま
す
。
成
木
か
ら
は
、
こ
う
ぼ
堆

肥
（
濃
縮
堆
肥
）
を
代
用
し
て
重
労
働
の
作
業

の
省
力
化
を
図
り
ま
す
。

　ま
た
、
堆
肥
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
特

に
安
価
な
堆
肥
は
未
熟
な
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
放
置
で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
、
半
年
以
上

放
置
し
て
余
分
な
肥
料
成
分
を
雨
で
抜
い
て
か

ら
使
用
す
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
良
質
堆
肥

と
は
有
機
物
の
分
解
が
進
み
、
無
臭
と
な
っ
て

色
が
黒
褐
色
か
ら
黒
色
に
変
化
し
、
水
分
が
蒸

発
し
て
、
手
で
触
る
と
フ
カ
フ
カ
し
た
感
触
の

状
態
に
な
っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
カ
リ
ン
栽
培
の
紹
介

　苗
木
の
植
え
付
け
時
期
は
、
12
月
上
旬
〜
３

月
下
旬
で
す
。
植
え
付
け
後
、
３
〜
４
年
で
結

実
し
ま
す
。

　カ
リ
ン
は
、
耐
寒
性
も
耐
暑
性
も
強
い
植
物

で
す
が
、
花
つ
き
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
日
当

た
り
の
良
い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　カ
リ
ン
を
育
て
る
土
選
び
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

水
は
け
と
水
持
ち
が
良
い
こ
と
で
す
。
植
穴
の

中
に
腐
葉
土
を
混
ぜ
て
お
く
と
水
は
け
の
良
い

土
壌
に
な
り
ま
す
。

　カ
リ
ン
は
丈
夫
で
育
て
や
す
い
樹
木
な
の

で
、
環
境
が
よ
け
れ
ば
と
く
に
肥
料
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
生
育
を
促
し
た
い
時
や
株
に
元
気

が
な
い
場
合
は
、
２
〜
３
月
と
10
月
に
な
た
ね

油
粕
や
魚
粉
な
ど
の
有
機
質
肥
料
を
与
え
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
カ
リ
ン
は
、
や
や
湿
り
気
の

あ
る
土
壌
を
好
み
ま
す
。
根
付
く
ま
で
は
土
壌

が
乾
燥
し
な
い
よ
う
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。
根

付
い
た
後
は
、
基
本
的
に
水
や
り
不
要
で
す
が
、

真
夏
の
高
温
が
続
く
季
節
や
乾
燥
し
や
す
い
土

壌
で
育
て
て
い
る
場
合
は
、
適
宜
水
や
り
し
て

く
だ
さ
い
。

　カ
リ
ン
の
剪
定
目
的
は
、
枝
を
短
く
し
て
着

花
・
着
果
を
よ
く
す
る
こ
と
や
残
っ
た
枝
に
日

光
を
当
て
る
こ
と
で
す
。
カ
リ
ン
は
、
短
い
枝

に
花
芽
を
つ
け
や
す
い
た
め
、
毎
年
12
〜
２
月

に
、
伸
び
た
枝
を
30
㌢
程
度
ま
で
切
り
詰
め
る

こ
と
で
実
つ
き
を
促
し
ま
す
。
長
く
伸
び
す
ぎ

て
い
れ
ば
、
７
月
ご
ろ
に
５
〜
６
枚
の
葉
を
残

し
て
夏
季
剪
定
し
ま
す
（
切
り
口
の
乾
燥
防
止
）。

　カ
リ
ン
の
枝
の
剪
定
は
、
混
み
合
っ
て
い
る

部
分
の
間
引
き
剪
定
（
枝
の
元
か
ら
切
り
取
る

剪
定
）
を
中
心
に
、
下
向
き
や
内
向
き
に
伸
び

て
い
る
枝
も
切
り
詰
め
て
い
き
ま
す
。
た
だ

営農部指導課
武田 祐一

し
、
剪
定
し
す
ぎ
る
と
木
が
弱
り
ま
す
。
花
芽

が
着
生
す
る
枝
を
切
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　カ
リ
ン
は
、
５
月
下
旬
〜
６
月
上
旬
ご
ろ
に

楕
円
形
の
実
を
つ
け
、
10
月
ご
ろ
に
は
黄
色
く

熟
し
ま
す
。
実
が
熟
し
て
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を

放
つ
よ
う
に
な
る
10
〜
11
月
が
収
穫
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
す
。
カ
リ
ン
の
果
実
は
硬
い
の
で
、
落

下
し
て
も
傷
み
に
く
く
、
自
然
落
下
し
た
も
の

や
枝
を
揺
す
っ
て
落
と
し
た
も
の
を
拾
っ
て
収

穫
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
傷
み
が
気
に
な
る

場
合
は
高
枝
切
り
バ
サ
ミ
な
ど
を
使
っ
て
枝
ご

と
剪
定
す
る
と
よ
り
良
い
で
し
ょ
う
。
一
度
、

た
く
さ
ん
着
果
し
た
枝
は
弱
る
た
め
、
翌
年
は

な
か
な
か
結
実
し
な
く
な
り
ま
す
。
収
穫
の
際

は
枝
ご
と
剪
定
す
る
と
、
翌
年
に
む
け
て
の
周

囲
の
枝
の
生
育
が
促
さ
れ
る
と
い
う
効
果
が
あ

る
た
め
お
す
す
め
で
す
。
た
だ
し
、
切
り
過
ぎ

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　秋
に
熟
す
カ
リ
ン
の
果
実
は
、
香
り
高
く
、

は
ち
み
つ
漬
け
や
砂
糖
漬
け
、
カ
リ
ン
酒
と
し

て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
（
カ
リ
ン
の
実
は
、
生

で
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
加
工
し
ま
す
）。

カ
リ
ン
酒
は
、
ホ
ワ
イ
ト
リ
カ
ー
、
米
焼
酎
や

黒
糖
焼
酎
、
ラ
ム
、
ウ
ォ
ッ
カ
な
ど
い
ろ
ん
な

お
酒
を
ベ
ー
ス
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

来
年
に
む
け

土
づ
く
り
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

　購買品注文ならびに、令和7年作付用水稲種子注文
取りまとめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の
中に折り込んでおりますのでご利用ください。

お知らせお知らせ

※写真はイメージです

2024年10月号チラシ掲載商品
・羽毛ふとんリフォーム・羽毛ふとん
・令和7年産水稲用土づくり肥料予約
・今月のおすすめ
・カクイチ（ガレージ・倉庫・作業場）

JA岡山 農産物直売所 出荷会員大募集！！

西大寺支所
岡山市東区西大寺中野377-1
TEL.086-943-2972

大切な家族が争わないために事前の準備を
しておきましょう。

会　場
お問い
合わせ

固定資産課税明細書をご持参ください。

参加された方に
司法書士会発行の
エンディングノート
プレゼント！

予約締め切り日
10月10日（木）10 17

※定員に達し次第ご予約を打ち切らせていただき
ます。
　なお、ご相談時間はお一人様につき30分～50分
までとさせていただきます。

果 

樹 

（
土
づ
く
り
・
カ
リ
ン
栽
培
）

会員資格
①JA岡山の「正組合員」であること
②希望する直売所の審査基準を満たしていること
③自ら生産した新鮮で、安全・安心な農作物が出荷できること　など
申込方法など詳細は、各直売所または園芸課（直売所担当）までお問い合わせください。TEL：086-225-3266（園芸課直売所担当）

　秋の農繁期対応は
日曜日・祝日も営業いたします。

株式会社JA岡山
農機車輌事業部からのお知らせ

営業時間　9：00～18：00
●9月1日（日）～10月27日（日）
　オートパル御津農機センター …… TEL（086）724-0540
　（農機センターのみ）

●9月8日（日）～10月20日（日）
　オートパル足守農機センター …… TEL（086）295-1005
　（農機センターのみ）

●10月6日（日）～11月4日（月）
　西大寺農機センター……………… TEL（086）944-2895
　瀬戸内農機センター……………… TEL（0869）22-0274

●10月13日（日）～11月4日（月）　
　興除農機センター………………… TEL（086）298-9515
　興除農機センター吉備駐在所…… TEL（086）293-4088

※状況に応じて農繁期対応を延長する場合がございます。

ぱれっと　142024.1015　ぱれっと　
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編集後記

　カブトエビは、丸くて軟らかい甲羅としっぽを持つ3㌢くらい

の小さな生き物で、エビという名前がついていますが、実はミ

ジンコの仲間だそうです。田植えの頃に突然、田んぼに現れ

て子どもの頃、よく採って遊んだ思い出があります。久しぶり

の再会に思わず写真を撮りました。

　調べてみるとカブトエビは、泥の中に生えた雑草の芽を食

べて、泳いでいる時には水を濁らせて発芽した雑草の生育を

抑える効果があります。また、泥をかき回すことで稲の根に酸素を送り、根腐れも防いでくれるそうです。

　カブトエビが元気よく泳いでいる田んぼの稲は、立派に成長していると思います。また稲刈りの取材に行

く時を楽しみにしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  編集担当　難波　昭浩

小学校の田植え農作業
体験で見つけました
「カブトエビ」

キュウリ ………………………………………1/2本
ニンジン…………………………………………40g
サニーレタス …………………………………… 2枚
ニラ……………………………………………… 4本
エビ（ボイルしたもの）………………………… 4尾
ライスペーパー ………………………………… 4枚
大葉 …………………………………………… 4枚

●ソース
ナンプラー……………………………… 大さじ1
砂糖 …………………………………… 大さじ1
レモン汁………………………………… 大さじ1
水 ……………………………………… 大さじ1
ニンニク（すりおろし）………………………少々

材料（4人分）

作り方

①キュウリとニンジンは千切りにし、サニーレタス
は食べやすい大きさに切る。ニラは半分の長さ
に切り、エビは2等分にスライスする。

②ライスペーパーをさっと水に浸して戻し、手前に
サニーレタス、キュウリ、ニンジンをのせて1回
巻く。ライスペーパーの端を内側に折り、中央に
大葉とエビを置き、もう一度しっかり巻く。ニラ
を片側だけ外にはみ出すようにして置き、最後
まで巻く。ソースの材料を混ぜて添える。

レシピ ● 赤堀料理学園校長 赤堀博美

ゴイクン
（ベトナム風春巻き）

農を担う
野菜農家 佐藤 博文 さん
建部地区………10ページ

農を担う
野菜農家 佐藤 博文 さん
建部地区………10ページ

農を担う
野菜農家 佐藤 博文 さん
建部地区………10ページ
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JA岡山  広報誌

今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和7年産作付用水稲種子注文申込書
2024年10月号カタログショッピングチラシ

国消国産で、日本の「食」に安心を！
総代選挙結果
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種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。




